
お詫びと訂正

いつも月刊誌「治療」をご愛読いただき誠にありがとうございます．

「治療」2018年6月号『抗うつ薬・抗不安薬の前にこのノi剤！精神症状×漢方』の内容におき

まして以下の誤りがございました．深くお詫びするとともに，訂正部分を提示いたします．誠

に中し訳ございませんでした．

①644頁，特別座談会参考文献の欠落

以ドに欠落した文献を提示いたします．また，ll参｜「版の座談会については弊社ホームページ内

の正誤表にてご覧いただけるようにしております（http：／／www．nanzando．com／errata／＃chiryo）．
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②715頁，価加味帰脾湯・酸棄仁湯」1行目

【誤】次によく使うのが，

【正】次によく使うのが．

かみきひとう　さんそうじんとう
加味帰脾湯と酸渠仁湯である．
かみきひとう　さんそうにんとう
加味帰脾湯と酸棄仁湯である．
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